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研究室概要：
生産加工システム研究室では，Society 5.0やIndustry 4.0を規範とするものづくり工
学について研究を行っています．最近の主な研究テーマは「次世代製造システムに
関する知的システム」「精密加工面のモデリングとシミュレーションシステム」「３Ｄプリ
ンターを用いた複雑な形状の実現」「持続可能性を規範とする製品開発」です．こうい
うテーマに必要な方法論の開発及びシステムの構築も行っています．CAD/CAM，AI，
機械学習，幾何学的モデリング，生産加工，付加製造，プログラミング技術等を学習
したい学生を歓迎しています．継続中研究について所属院生・学部生が述べたもの
次の幾つかのスライドに示す．

http://hanadasearch.office.kitami-it.ac.jp/searchja/show/id/1202
http://hanadasearch.office.kitami-it.ac.jp/searchja/show/id/1132


通常のCADでは作成が困難な、多孔質と呼ばれる
構造の立体モデルの作成方法を研究

外形モデルを入力すると、外形がそのままの
多孔質化した立体のデータを出力する
特殊なCADを開発

付加製造で多孔質構造を製造するための幾何学的モデリング法とそのシステムの開発

修士2年及能 広輝
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修士2年 山口 遼
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自由曲面を有した物体の最適なリバースエンジニアリング法の解明

リバースエンジニアリング
Reverse Engineering (RE)

①対象物 ②点群

③CADモデル④レプリカ

自由曲面を有した物体など、点群（②）をス
キャンニングできない場合がある

課題

修士１年 齊賀克彦

対象物

回転スキャン 平面スキャン
(４面）

点群が不足 十分な点群
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人間認知を規範とするラピッドプロトタイピング手法に関する研究

研究目的:人間の認知を翻訳し、点群モデル作成のシステムを構築する。
研究概要:対象物の形状の特徴から点群で表す方法を考えモデルを作る。

対象物
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今後の方針:点群の合成方法、形状の選択方法を考える。

言語から点群モデルを作るシステムを考え、以下の図のような手順を踏む。

木村 友哉
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製造システムモ二タリングに関する管理図作成の知能化

KONG DEZHI

目的：管理図作成の知能化
概要：二つのシステムを構築することで管理図作成の知能化
今後の方針：より多くの条件を入り、システムの汎用性を高める

未経験者

シス
テム

可

否

採用決定
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画像処理による複雑な砥石面の解析

目的:

画像処理した砥石表面のデータから表面トポグラフィに関する
様々な評価パラメータによって砥石表面の評価を行うこと

研究概要:砥石表面を画像処理し、評価する

今後の方針:自動的に解析するための画像処理システムの構築
システムを用いて様々な評価パラメータで砥石を評価

砥石
表面撮影 トポグラフィの取得原画像の取得

白倉洸太
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付加製造を用いた機械的デバイスの製造に関する研究
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付加製造(3Dプリンター等)で歯車やモーターなどの機械的デバイスの製造
を実施し、そのデータを3つの領域で交換し合うことでより高精度のデバ

イスを製造することを目標に研究しています。きちんと動くポンプを作
り出すことには成功したので今後の方針は小型の風力発電機等を製造す
ることです。

佐々木一樹
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3Dプリンターで作成された物体における精度に関する研究

立体CADモデル 試験片

付加製造 3Dスキャン

測定点群外形 理想点群

点群作成 三角形分割 理想点群と
測定点群の比較

精度,正確度

研究目的： 3Dプリンターで作成された試験片の精度を解明する。
研究課題：1. 試験片の作成をすること

2. その試験片のスキャニングを行うこと
3. その結果から誤差を解析すること
4. 誤差を防ぐ手法を考案すること

堀米翔斗

標準偏差 分散

相関係数
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3Dプリンティングを規範とする製品開発工程

目的：以下の製品開発工程①～⑨まで実施し、その結果を用いて製品開発ツールを開発すること。

概要：アンケートや消費者との密接なやりとりによって製品の実現が可能である。

今後の方針：製品開発工程の効率化。

茅野太一

システムの実行
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ビッグデータの観点から加工条件最適化の手法
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Rule : X→Y

Contents

Induction

意思決定

ビッグデータの5つの要件を規範とする加工条件最適化手法を考案すること

研究目的

研究課題

1. ビッグデータの5つの要件を規範とする加工条件最適化フレームワークの考案

2. フレームワークに該当する各項目について詳細に調べる

3. 加工条件の最適化システムを構築する

秦野凌大
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ユニットセルを規範とする多孔質構造の設計・製造

• 研究目的：多孔質構造を形成する最適形状のユニットセルの決定

• 研究概要：多孔質構造とは自然的に形成される微細な

• 穴が開いた構造のこと

• 例）骨の内部、軽石、活性炭

• 今後の方針：より複雑な多孔質構造が得られる形状のユニットセルの調査・試作

ユニットセル

コピー・連結 ３Dプリンター

多
孔
質
構
造

脊戸 勇輔
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Industry 4.0を規範とするデジタルツイン作成システムに関する研究
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Angkush Kumar Ghosh

岡本 卓也
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マルコフ連鎖を用
いたモデリング



決定性課程による発生された点群を用いたリバースエンジニアリング
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生産加工システム研究
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機械知能・生体工学HPに戻る。

https://cmapspublic3.ihmc.us/rid=1V6YXL4G7-1FLGL73-1VMF/intelligent machines and biomechanics research laboratories.cmap

